
【求職者支援訓練受講者募集情報】北海道10月開講コース　

訓練実施施設名

訓練番号 （ ）基礎コース・（ ○ ）実践コース

受講者募集期間
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訓練対象者の条件

　訓練目標
（仕上がり像）

訓練期間

訓練時間

定員

自己負担額 円 3,000 円

求職者支援
訓練

申込方法

実になる　介護実務・介護保険事務科
専門学校　日本福祉学院

４－２５－０１－０２－０５－１０１５ 訓練コース

平成２５年９月１０日(火)～１０月１日(火）

１）介護保険制度の創設について　２）介護保険制度の理解　３）介護保険制度における専門職の役割

社会の理解Ⅱ １）生活と福祉　２）社会保障制度　３）障害者自立支援制度　４）介護実践に関連する諸制度

学
　
　
科

介護の基本Ⅰ １）介護福祉士の制度　２）尊厳の保持、自立に向けた介護の考え方と展開　３）介護福祉士の倫理

介護の基本Ⅱ
１）介護を必要とする人の生活の理解と支援　２）介護実践における連携　３）介護における安全
の確保とリスクマネジメント　４）安全衛生

科目 科目の内容

社会 開講式・訓練の概要説明等（3H），閉講式（3H）

就職支援 ｼﾞｮﾌﾞｶｰﾄﾞ作成説明（1H）

人間の尊厳と自立 １）人間の多面的な理解と尊厳　２）自立・自律の支援　３）人権と尊厳

社会の理解Ⅰ

こころとからだのしくみⅠ １）移動・移乗　２）食事　３）入浴・清潔保持　４）排泄　５）着脱・整容・口腔清潔

こころとからだのしくみⅡ
１）人間の心理　２）人体の構造と機能　３）移動・移乗における観察　４）食事における観察　５）入浴・清潔
保持における観察ト　６）排泄における観察　７）着脱・整容・口腔清潔における観察　８）睡眠における観察
９）終末期における観察

介護過程Ⅰ １）介護過程の意義と目的　２）介護過程の発展　３）介護過程のチームアプローチ

１）認知症ケアの理念　２）認知症による生活障害、心理・行動の特徴　３）認知症の人とのかかわり・支援の基本

認知症の理解Ⅱ １）医学的側面からみた認知症の理解　２）認知症の人や家族への支援の実際

障害の理解Ⅰ １）障害者福祉の理念　２）障害による生活障害、心理・行動の特徴　３）障害児・者や家族へのかかわり・支援の基本

障害の理解Ⅱ １）医学的側面からみた障害の理解　２）障害児・者への支援の実際

１）方麻痺のある高齢者の夢の実現に向けた支援　２）在宅で終末期を迎える高齢者と家族の生活支援
３）都会に住む一人暮らしの高齢者の生活支援　４）介護老人保健施設で生活する利用者への支援

介護保険事務士（座学） １)介護保険制度の概要・創設の知識　　　２)介護保険報酬請求の正しい知識

医療的ｹｱ（講義）
１）人間と社会　２）保健医療制度とチーム医療　３）安全な療養生活　４）清潔保持と感染予防　５）健康状態の把握　６）高齢
者および障害児・者の喀痰吸引概論　７）高齢者および障害児・者の喀痰吸引実施手順解説　８）高齢者および障害児・者
の経管栄養概論　９）高齢者および障害児・者の経管栄養実施手順解説

生活支援技術Ⅰ
１）生活支援とICF　２）住環境の整備と福祉用具の活用　３）介護技術の基本（移動・移乗）　４）食事の基本　（５）
入浴・清潔保持の基本　（６）排泄の基本　（７）着脱・整容・口腔清潔の基本　（８）家事支援の基本

発達と老化の理解Ⅰ １）こころの変化と日常生活への影響　２）からだの変化と日常生活への影響

発達と老化の理解Ⅱ １）人間の成長・発達　２）老年期の発達課題　３）高齢者に多くみられる症状・疾病等

認知症の理解Ⅰ

安全衛生 １）安全衛生

職業能力基礎講習 １）自己理解（ライフバイオリズム他）　２）表現スキル（アクティビティ他）　３）人間関係スキル　４）職業意識

平成２５年１０月２４日(木)～平成２６年４月２３日(水）
９　時　００　分　～　１６　時　４０　分

30名 （受講申込者が募集定員の半数に満たない場合は訓練の実施を中止することがあります）

18,800 その他（職場見学交通費・企業実習交通費）

医療的ｹｱ（演習）
１）医療的ケア実施の基礎　２）喀痰吸引（基礎的知識・実施手順、演習）　３）経管栄養
（基礎的知識・実施手順、演習）　４）救急蘇生法（基礎的知識・実施手順、演習）

実
　
　
技

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ技術
１）介護におけるコミュニケーション技術　２）介護場面における利用者・家族とのコミュニケーショ
ン　３）介護におけるチームのコミュニケーション

介護保険事務士（演習） 1)PCを使用した介護保険報酬請求実務

普通救命救急講習
1）胸骨圧迫（心臓マッサージ）や人工呼吸の方法　2）AED（自動対外式除細動器）の
使用方法　　3）交通事故などで出血している方に対する止血法の実技指導

そ
の
他

職業人講話
１）介護職員の心構えとマナー　２）介護業界をもっとよく知ろう!！　３）介護業界の実態と労働条件
４）認知症現場で働く方からの体験談

職場見学

生活支援技術Ⅱ
１）移動・移乗の介護　２）食事の介護　３）入浴・清潔保持の介護　４）排泄の介護　５）
着脱・整容・口腔清潔の介護　６）睡眠の介護　７）終末期の介護

介護過程Ⅱ
１）施設における高齢者の介護過程　２）在宅における高齢者の介護過程　３）障害のある利用
者の介護過程

介護過程Ⅲ

①ハローワークにて職業相談を行い、訓練受講が適切と認められた場合に受講申込書の交付を受け、必要書類とともに、住所を管轄するハローワーク
に本人が募集期間内に申し込み手続きをしてください。②本人が「ハローワーク受付後の受講申込書提出先」へ持参または郵送により、ハローワークで
受付された受講申込書をご提出ください。

ハローワー
ク受付後の
受講申込書

提出先

住所：〒062-0021　　札幌市豊平区月寒西1条4丁目3番1号　つしま記念研修センター
宛先：学校法人　つしま記念学園　　専門学校　日本福祉学院

TEL番号：　（０１１）８２７－７２１７

問い合わせ担当者名：（　小林・清野　）／受付時間：（平日　９：００～１７：００　）

受講料無料教科書代

職場見学（介護付有料老人ホーム「天」、特別養護老人ホーム幸栄の里、
特別養護老人ホーム「幸栄の里」つきさっぷの丘、介護付有料老人ホームハッピーⅡ）

企業実習の有無 有り

訓練内容

特に無し

介護・福祉・医療のトータル的な知識・技能および事務作業を習得し、職場でもっとも重要なコミュニケーション能力を高
め、さらに、「”気づき”を発揮できる」即戦力の備わった人材へと成長させます。



(裏面)

名称（

名称（ ）

名称（ ）

持ち物

選考結果
通知日

選考方法

選考会場の
住所

最寄駅

訓練実施機関名

訓練実施施設名

ＴＥＬ番号
（お問い合わせ先）

お問い合わせ
担当者

（受付時間）

最寄駅

職業訓練
受講給付金

）認定機関（ 一般財団法人　つしま医療福祉研究財団 ）（任意受験）

ＰＲポイント

※教科書代について、訓練開始直前に就職等の理由により辞退された場合、当該教科書代を負担いただく場合があります。

平成25年10月7日

なし

なし

駐車場の有無

上記地図参照
駐車場無し（公共交通機関でお越しください）

訓練実施施設
の住所

　〒062-0021

札幌市豊平区月寒西1条4丁目3-1

011-827-7217

小林　・　清野
（平日　９：００～１７：００　）

　地下鉄東豊線　月寒中央駅から徒歩５分

　札幌市豊平区月寒西1条4丁目3-1

地下鉄東豊線　月寒中央駅から徒歩５分 駐車場の有無

学校法人　つしま記念学園

専門学校　日本福祉学院
訓
練
コー

ス

説
明
会

選考日時
(月) 最

寄
駅
か
ら
選
考
場
所
ま
で
の
地
図

有
・
無

【コース説明会 日程】

①　平成２５年９月１２日　10：00と14：00開催
②　平成２５年９月１９日　10：00と14：00開催
③　平成２５年９月２４日　10：00と14：00開催
④　平成２５年９月２７日　10：00と14：00開催

※1時間くらいの説明会となります。
※事前予約は不要ですので、お気軽にお越しください！

一定の要件を満たした場合、職業訓練受講給付金(受講手当：月額１０万円、通所手当）が支給されます。
詳しくは、住所を管轄するハローワークの担当窓口にお尋ねください。

9時30分～17時30分の間

筆記用具

平成25年10月10日 (木)

面接および筆記試験

介護福祉士実務者研修 ）認定機関（ 学校法人つしま記念学園

普通救命講習修了 ）認定機関（ 財団法人　札幌防災協会

（就職支援の内容、過去に実施した基金訓練・求職者支援訓練の実績等）

修了後に取得できる資格

介護保険事務士上級受験資格

★ﾊﾞｽ停から

徒歩1分

◆地下鉄

駅


